
日 時 平成２７年６月１６日　火曜日　１３時３０分～１４時５５分

場 所 三重病院外来管理治療棟会議室

出 席 者 別紙のとおり

議事内容 下記のとおり

申請者 （藤澤隆夫） （代理：長尾みづほ）

委員長

申請者 （菅秀）

谷口副委員長

申請者

谷口副委員長

申請者 （藤澤隆夫） （代理：長尾みづほ）

菅委員長

申請者

菅委員長

　（2７-１５） 小児気管支ぜん息の自己管理支援に資する新しい客観的なアドヒアランス
評価指標の開発に関する調査研究

既に感染研の倫理審査委員会がとおっており、大きな介入もありません。特
に倫理的には問題ないと思われるので承認とします。（各委員承認）

倫理審査委員会議事録

　（2７-１３） アラスタット3gAllergyを指標とした食物負荷試験とプロバビリティー
カーブに関する多施設共同研究：共同研究施設および研究者の追加、研究
期間延長について

平成２４年７月１１日承認済みの研究、症例登録が遅れているため、共同研
究施設、研究者の追加及び研究機関の延長を申請。

既に承認された研究の施設、研究者の追加及び期間の延長であり、特に倫理
的には問題ないと思われるので承認とします。（各委員承認）

　（2７-１４） ワクチン接種と稀ながら発生する副反応に関する研究

特になければ、倫理的には問題ないと思われるので承認とします。（各委員
承認）

郵送ではなく、その場で記載してもらい匿名化した状態で提出してもらう。

研究計画書により研究内容の説明。アドヒアランスを低下させる阻害因子に
関する研究。質問用紙に回答を記入してもらい統計処理を行う。患者にはこ
れだけのアンケートを記入いただく負担に対し、５００円の図書カードを準
備している。この研究のために採血を行うなどの負担はない。

アンケートの回収方法は。

国立感染研究所で実施されている多施設共同研究に当院が参加するものであ
る。予防接種後の副反応である血小板減少性紫斑病との因果関係には不明な
点が大いため症例対照研究を実施。血小板減少性紫斑病で入院した症例と年
齢・性別・入院医療機関・入院日が同じ患者を対象症例として登録。資料１
の調査項目を登録、検査項目は通常診療で得られたもののみで、このために
検査は行わない。同意を得られ患者のみに実施。国立感染症研究所ヒトを対
象とする医学研究倫理審査委員会で承認済み。

大きな介入はないということですね。

介入はありません。


